
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　知識ベース調整装置を用いて超音波映像を生成する超音波撮像システムにおいて、
　
　患者の体調、疾病によって分類される診断項目別の複数の特徴パラメータを格納する特
徴パラメータ格納手段と、
　前記特徴パラメータの各々に対応する複数の映像パラメータを格納する映像パラメータ
格納手段と、
　前記患者情報格納手段、前記特徴パラメータ格納手段及び前記映像パラメータ格納手段
と連結して、 前記患者情報と

前記複数の特徴パラメータ を比較して
の間の類似度を計算し、該計算した類似度中の最高の類似度を有する

映像パラメータを
類似度計算手段と、

　前記類似度計算手段と連携して、前記 映像パラメータに基づいてプローブの種
類を選択し、該選択したプローブの映像セッティングを自動調整する映像調整手段とを含
むことを特徴とする超音波撮像システム。
【請求項２】
　前記患者情報格納手段が、健康カードで具現されることを特徴とする請求項１に記載の
超音波撮像システム。
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患者の体調、疾病に関する患者情報を格納する患者情報格納手段と、

前記患者情報格納手段に格納された 前記特徴パラメータ格納
手段に格納された と 前記患者情報と前記複数の特徴
パラメータと 特徴パ
ラメータを抽出し、前記抽出した特徴パラメータに対応する 前記映像パ
ラメータ格納手段から取出す

取出した



【請求項３】
　前記患者情報格納手段が、ワーク・リストで具現されることを特徴とする請求項１に記
載の超音波撮像システム。
【請求項４】
　前記患者情報が、患者の体調、疾病記録及び病歴を含むことを特徴とする請求項２叉は
３に記載の超音波撮像システム。
【請求項５】
　前記映像パラメータデータベースは輝度、コントラスト、利得、エッジの強度、送受信
周波数、超音波平均速度などの情報を格納したことを特徴とする請求項３に記載の超音波
撮像システム。前記映像パラメータ格納手段に格納されている映像パラメータが、明るさ
、コントラスト、ゲイン、エッジ強さ、送受信周波数、及び超音波平均速度を含むことを
特徴とする請求項１に記載の超音波撮像システム。
【請求項６】
　複数のパラメータ自由度を入力するユーザー入力装置をさらに含み、前記複数のパラメ
ータ自由度を基に撮像した画像を調整することを特徴とする請求項１に記載の超音波撮像
システム。
【請求項７】
　前記複数のパラメータ自由度が、直交座標、角座標及び球座標における超音波映像の回
転や移動に関連することを特徴とする請求項６に記載の超音波撮像システム。
【請求項８】
　前記ユーザー入力装置が、タッチ・スクリーンであることを特徴とする請求項６に記載
の超音波撮像システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、超音波撮像システムに関し、特に予め格納した患者の情報に基づいて映像パラ
メータの調整を自動に行って最適な映像を得、オペレータの操作手順を大幅に最小化する
知識ベース調整装置を備える超音波撮像システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、超音波撮像システムにおいて正確な超音波映像診断を行うためには、患者の診断
部位を鮮明に見せる最適な超音波映像の獲得が必須である。このためには、オペレータが
患者の調子及び診断部位に適したプローブを選択し、表示される超音波映像に対して明る
さ、分解能、コントラスト等の映像パラメータの微調整を行う必要がある。しかしながら
、従来、オペレータはプローブの選択及び映像パラメータの微調整を手動で操作しなけれ
ばならなかった。
【０００３】
詳記すると、従来の超音波撮像システムにおいて、最適な超音波映像の獲得は各オペレー
タの経験やスキルによって大きく左右される。また、そのような最適な超音波映像の獲得
手順は非常に複雑で、一日に多くの患者を接して診断を行うオペレータにとって、重過ぎ
る仕事の負担を持たせることになる。また、複雑な調整手順によって、診断に要する時間
が増大するという不都合がある。
【０００４】
そのため、場合によっては、前述の微調整をせずに、すべての患者に対して予め決められ
たシステム条件下で超音波診断を行うオペレータもあり得る。そのような場合には、個々
の患者に最適な超音波映像を得ることができなくて、患者の状態を正確に診断することが
困難である。そこで、患者の状態に最適な超音波映像の獲得において、超音波映像の画質
を劣化することなく、かつ前述のようなオペレータの複雑な手動操作を大幅に削減し得る
システムが望まれる。
【０００５】
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一方、従来の超音波撮像システムでは、ユーザー（オペレータ）が映像パラメータを一つ
ずつ入力し得るユーザー入力装置を採用している。このユーザー入力装置は一度に多数の
映像パラメータの入力ができなく、オペレータにとっては非常に不便であった。最近、３
次元の超音波撮像の普遍化に伴い、該ユーザー入力装置を用いて入力すべき映像パラメー
タの数が急激に増加することによって、そのような使用上の不便さは全体システムの性能
を低下する主な要因となっている。従って、利便性を高め、かつ診断所要時間を削減し、
オペレータが直交座標、角座標及び球座標での３次元超音波映像の回転や運動に必要とな
る様々な映像パラメータを同時に入力できるようなユーザー入力装置が望まれる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、このような点に鑑みて成されたものであって、予め格納された患者情報に基づ
いて映像パラメータの調整を自動に行ってオペレータの手動操作手順を削減することによ
って、患者に最適な超音波映像を取込むことができる、知識ベース調整装置を備える超音
波撮像システムを提供することを、その目的とする。
【０００７】
本発明の他の目的は、利便性を高め、かつ診断準備時間を削減し、オペレータが様々な映
像パラメータを同時に入力できるようなユーザー入力装置を採用する超音波撮像システム
を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　前記の目的を達成するために、本発明の第１実施例は、知識ベース調整装置を用いて超
音波映像を生成する超音波撮像システムであって、

患者の体調、疾病によって分類される診断項目別の複数の
特徴パラメータを格納する特徴パラメータ格納手段と、前記特徴パラメータの各々に対応
する複数の映像パラメータを格納する映像パラメータ格納手段と、前記患者情報格納手段
、前記特徴パラメータ格納手段及び前記映像パラメータ格納手段と連結して、

前記患者情報と 前記複
数の特徴パラメータ を比較して の間の類似
度を計算し、該計算した類似度中の最高の類似度を有する

映像パラメータを
類似度計算手段と、前記類似度計算手段と連携して、前記 映像パラメータに

基づいてプローブの種類を選択し、該選択したプローブの映像セッティングを自動調整す
る映像調整手段とを含むことを特徴とする。
【０００９】
　本発明の第２実施例は、知識ベース調整装置を用いて超音波映像を生成する超音波撮像
システムであって、

と、同類似度計算部と連携して、複数のパラメータ
自由度を入力し調整するユーザー入力装置とを含むことを特徴とする。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の好適実施例について、添付図面を参照しながらより詳しく説明する。
【００１１】
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患者の体調、疾病に関する患者情報を
格納する患者情報格納手段と、

前記患者情
報格納手段に格納された 前記特徴パラメータ格納手段に格納された

と 前記患者情報と前記複数の特徴パラメータと
特徴パラメータを抽出し、前記

抽出した特徴パラメータに対応する 前記映像パラメータ格納手段から取
出す 取出した

患者の体調、疾病によって分類される診断項目別の複数の特徴パラメ
ータを格納する特徴パラメータ格納手段と、前記特徴パラメータの各々に対応する複数の
映像パラメータを格納する映像パラメータ格納手段と、前記患者情報格納手段、前記特徴
パラメータ格納手段及び前記映像パラメータ格納手段と連結して、前記患者情報とそれに
対応する前記複数の特徴パラメータを比較して特徴パラメータを抽出し、抽出された特徴
パラメータと前記映像パラメータ格納手段に格納された複数の映像パラメータとを比較し
、それらの間の類似度を計算し、該計算した類似度中の最高の類似度を有する映像パラメ
ータを決める類似度計算手段と、前記類似度計算手段と連携して、前記最高の類似度を有
する映像パラメータに基づいてプローブの種類を選択し、該選択したプローブの映像セッ
ティングを自動調整する映像調整手段



図１は、本発明の第１の実施例による超音波撮像システムの概略的なブロック図である。
同図の如く、本発明の超音波撮像システム１００は多様な患者情報を格納している患者情
報記録媒体１０、参照映像パラメータデータベース（ＤＢ）２０、類似度計算部３０、及
び映像調整部４０から構成される。患者情報記録媒体１０は類似度計算部３０に接続され
、患者の体調、疾病記録及び病歴等の情報を格納しており、例えば、健康カードまたはワ
ーク・リストで具現され得る。
【００１２】
健康カードは所定量の患者情報を格納可能で、例えば、カード・リーダー（図示せず）に
よって類似度計算部３０に供給される。この健康カードは患者が所持しているので、院内
のネットワーク・インフラの構築に拘らず超音波撮像システムに容易に応用可能である。
【００１３】
ワーク・リストは、病院側で患者の体調、疾病記録、病歴、診断映像等の情報を記録して
おいた記録リストを表す。患者情報記録媒体１０をこのワーク・リストとして具現する場
合、超音波撮像システム１００は院内のネットワーク・インフラに接続されなければなら
ない。患者のすべての情報は院内の中央格納装置に格納されるが、この情報はワーク・リ
ストとして回収されて類似度計算部３０に供給される。
【００１４】
参照映像パラメータＤＢ２０は、特徴パラメータＤＢ２０ａと映像パラメータＤＢ２０ｂ
とを備えており、患者の体調及び診断部位によって予め分類される特徴パラメータ及び映
像パラメータのような複数の参照パラメータを格納している。図２を参照すると、特徴パ
ラメータＤＢ２０ａは、各診断項目に対応し、診断部位及びそれに対応する基準によって
分ける複数の特徴パラメータを格納している。また図３を参照すると、映像パラメータＤ
Ｂ２０ｂは各特徴パラメータに対応する複数の映像パラメータを格納している。この映像
パラメータとしては、明るさ、コントラスト、ゲイン、エッジ強さ、送受信周波数、超音
波平均速度などがある。
【００１５】
図１を再び参照すると、類似度計算部３０は患者情報記録媒体１０、参照映像パラメータ
ＤＢ２０の特徴パラメータＤＢ２０ａ、及び映像調整部４０に接続されている。この類似
度計算部３０は患者情報記録媒体１０から供給された患者情報から、特徴パラメータＤＢ
２０ａに格納された複数の特徴パラメータに対応する情報を抽出し、該抽出した情報と複
数の特徴パラメータとを比較して両方間の類似度を算出し、該算出した類似度中の最も高
い類似度の特徴パラメータを抽出して、該抽出した特徴パラメータを有する診断項目を特
徴パラメータＤＢ２０ａから選択する。その後、類似度計算部３０は該選択した診断項目
に含まれている特徴パラメータを抽出し、それに対応する映像パラメータを映像パラメー
タＤＢ２０ｂから取出す。類似度計算部３０からの該選択した診断項目と該取出した映像
パラメータとは、映像調整部４０に供給される。
【００１６】
映像調整部４０はプローブ選択部４０ａ及び映像調整部４０ｂで構成され、これらは類似
度計算部３０に接続されている。プローブ選択部４０ａは類似度計算部３０から供給され
た選択診断項目を用いて最適なプローブを選択する。該選択したプローブの情報は信号装
置（図示せず）によってオペレータに通知される。映像調整部４０の映像調整部４０ｂは
、類似度計算部３０からの取出映像パラメータを受けて、超音波撮像システム１００の調
整を自動に行うようになる。例えば、映像調整部４０ｂはゲイン、コントラスト、エッジ
強さなどの取出映像パラメータに基づいて、該選択プローブによって得ることになる超音
波映像に対して超音波撮像システム１００の映像セッティングを自動調整する。こうして
調整した映像セッティングの情報は映像調整部４０ｂから表示装置（図示せず）へ送られ
る。
【００１７】
図４は、本発明の第２の実施例によるユーザー入力装置を採用する超音波撮像システムの
概略的なブロック図である。同図の如く、この超音波撮像システム２００は患者情報記録

10

20

30

40

50

(4) JP 3826097 B2 2006.9.27



媒体１０、参照映像パラメータＤＢ２０、類似度計算部３０及び映像調整部４０の他、ユ
ーザー入力装置５０をさらに備えている。このユーザー入力装置５０を除いては、その他
は図１の超音波撮像システム１００における対応要素と同じであるので、説明の便宜上、
ここでは略すことにする。
【００１８】
ユーザー入力装置５０は、前述の本発明の実施例によって得られた超音波映像を最適化す
るのに用いられる。また、このユーザー入力装置５０はオペレータによる複数のパラメー
タ自由度の直接入力／調整の際に用いられる。ここで複数のパラメータ自由度とは、直交
座標、角座標及び球座標での超音波映像の回転や移動に必要となるものを示す。またユー
ザー入力装置５０は、直交座標、角座標及び球座標での超音波映像の回転や移動に対する
多様なパラメータ自由度を入力するか処理することができる。例えば、ユーザー入力装置
５０として、パラメータを画面上で手やペン（スタイラス）等で入力できるタッチ・スク
リーンなどが利用可能である。
【００１９】
パラメータの入力及び調整が必要な場合、オペレータはユーザー入力装置５０を用いて該
当パラメータを入力する。そして、この入力された複数のパラメータ自由度を基に、撮像
した画像を調整する。また、タッチ・スクリーンは、オペレータが手やペンなどを用いて
手書きで画面上に入力したデータが処理でき、オペレータの筆体を受け入れることができ
る。そのため、超音波映像診断結果に基づいてオペレータが自分の見解を入力した後、親
筆でサインを入れば、オペレータの親筆サインの添付された診断書として用いることがで
き、医者の意見に対する信頼性を高めることができる。前述のように、ユーザー入力装置
５０はオペレータにとってシステムの操作の便利さと迅速性とを提供するだけでなく、患
者にとって診断所要時間の削減及び親筆サインによって診療への信頼度を高めることがで
きる。
【００２０】
上記において、本発明の好適な実施の形態について説明したが、本発明の請求範囲を逸脱
することなく、当業者は種々の改変をなし得るであろう。
【００２１】
【発明の効果】
従って、本発明によれば、部位及び患者の条件に基づいて患者の診断に必要なプローブを
自動選択し、超音波映像に関連する映像パラメータを自動調整することによって、オペレ
ータのシステム操作手順を大幅に削減することができる。そのため、オペレータは診断所
要時間を短縮して超音波撮像システムを容易に操作すると共に、個々の患者の状態に適し
た映像パラメータの自動調整で最適化された映像を得ることができ、より正確な診断が可
能である。さらに、多数の自由度を有する入力デバイス、タッチ・スクリーンなどのユー
ザー指向の入力装置によって、オペレータにおいて超音波撮像システムの利便性をより一
層高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例による超音波撮像システムの概略的なブロック図である。
【図２】図１中の特徴パラメータ格納手段に格納されている複数の特徴パラメータの例を
示す図面である。
【図３】図１中の映像パラメータデータベースに格納されている複数の映像パラメータの
例を示す図面である。
【図４】本発明の第２の実施例によるユーザー入力装置を採用する超音波撮像システムの
概略的なブロック図である。
【符号の説明】
１０　患者情報記録媒体
２０　参照映像パラメータＤＢ
２０ａ　特徴パラメータＤＢ
２０ｂ　参照映像パラメータＤＢ
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３０　類似度計算部
４０　映像調整部
４０ａ　プローブ選択部
４０ｂ　映像調整部
５０　ユーザー入力装置

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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